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※年齢は令和3年4月1日現在

通し
番号

活動地域
（ふりがな）
氏　　　名

年
齢

エイジレス・ライフの概要

1 北海道札幌市 櫻井
さ くら い

　幸夫
ゆ き お

90

　平成9年、地域住民から絶大なる推薦を受けて町内会会長に就任したのを機に、犯罪の無い安全・安
心住み良い地域づくりのため、地元の大学、警察署、行政等と連携したイベント開催の取りまとめ役とし
て活躍し、イベントを盛り上げ成功に導いた。また、小・中学校の登下校時の見守り活動に長年取組ん
だ。加えて、町内会会長、連合町内会会長、防犯協議会会長等を歴任し、全国防犯栄誉銅章を受賞して
いる。更に、令和2年10月には、警察署、地元小学校等から表彰及び感謝状も贈呈されている。現在も
なお、意気軒昂で見守り活動に取り組み、各方面から賞賛されている。

2 北海道網走市 藤原
ふじわら

　茂弘
しげひろ

81

　「地域の皆さんにお世話になっているので奉仕したい」という思いをもって、地域の子どもたちの登下校
時の見守りパトロール活動をほぼ毎日、通算で50年以上実施しており、現在も継続している。また最近
まで、長年にわたり地域の小学生から高校生までの子どもたちの空手を指導し、子どもたちと一緒に汗
を流すなど、地域の皆さんとの活動を生きがいとして、いきいきとした生活を送っている。

3 青森県青森市 岩本
いわもと

　良二
り ょ う じ

71

　犬と共に社会貢献することを目標として、警察犬指導手となり、東日本大震災では不明者捜索のため、
被災地にボランティアとして赴きご遺体の発見捜索に貢献した。その後、2012年に仲間と共にNPO法人
北東北捜索犬チームを結成し、災害救助犬ハンドラーの資格を得て災害救助活動を精力的に行ってい
る。愛犬家で、愛護センターに保護された犬を引き取り警察犬として訓練したり、高齢者や障がいのある
方等の心を癒やすセラピー犬の育成にも尽力しており、「犬」を通じて地域社会に貢献し住民の支持を得
ている。

4 青森県青森市 渡邊　勇
わたなべ　いさむ

89

　老人クラブ会長として就任以来、同クラブの教養講座の講師として活動。小中学校の国語の作品や新
聞記事等を集め、自ら製本した作品集を用いて、音読による脳トレーニングや高齢期の生き方等につい
ての講演を行い、会員に大変喜ばれている。
　また、町会50周年記念誌の作成においても、膨大な資料の収集や編集を一手に引き受け、その基礎
をつくるとともに、地元の小中学生とともに清掃奉仕活動行うことで、地域への愛着心を育むなど、過去
に培った知識や経験を活かし、精力的に活動している。

5 岩手県奥州市 小野
お の

　伊
い

豫
よ

91

　女性は地域を支える基盤であると考え、30代から地域女性リーダーとして活躍し、40代には市や県の
女性団体の役員として県内を飛び回り、消費者問題や環境課題、青少年育成、身近な暮らし相談等に
取り組んだ。また市広報やマスコミ等を通じて、男女共同参画を訴える等幅広く活躍の輪を広げた。80代
半ばで約40年間にわたる女性団体役職を退いたが、培った豊富な経験を活かし若手役員の相談相手と
なり、現在も催事の際は欠かさず参加し若い会員と一緒になって活動しているほか、女性の集いや地
域・高齢者サロン、老人クラブ等での講演や講話も行っている。

6
岩手県

九戸郡洋野町 青
あお

澤
さわ

　一
かず

義
よし

76

　昭和51年4月から地区役員として活動し、昭和57年4月帯島小学校の学区内に体育協会が発足した当
初から体育協会役員となり、スポーツの普及推進活動に尽力している。
　平成16年4月から平成30年3月まで同体育協会会長、平成30年4月から事務局長として活動し、子供た
ちの健全な育成に力を注いでいる。
　体育協会は毎年、各種目ごとに大会があり、週2回程度の練習を指導している。その中心となっている
スポーツ少年団の活動には、野球、駅伝、綱引き、ティーボールの種目があり、その世話活動をしてき
た。
　特に、平成30年度より、帯島スポーツ少年団の少年野球総監督兼コーチを引き受け、これまで経験し
てきた知識・技能を子供たちに指導し、各種の少年野球大会で優勝するなど少年団の育成に大いに貢
献している。

7 福島県郡山市 影山
かげやま

　ハヤ 79

　平成9年から片平地区保健委員を令和2年度まで23年間務めた。郡山市農業委員を9年、JA福島さくら
郡山地区女性部片平支部支部長を20年以上に渡り現在も続けて務めている。さらに平成11年からは片
平ラブリーフラクラブの代表として、クラブのメンバーをまとめている。また、3年前からは片平歴史の会に
も参加し片平地区の歴史に新たな発見を見出し意欲的に参加しているなど何事にも意欲的であり、新し
いことにチャレンジしようという精神は80歳を目前にしても衰えることなく続いている。

8 福島県郡山市 遠山
とおやま

　幸光
ゆきみつ

88

　定年退職後は地域のために貢献したいという思いから、地域の様々な団体の役職を引き受け、現在に
至るまで継続して活躍している。また、逢瀬地区明るいまちづくり推進委員会地区委員長時代には、県
中建設事務所からの花の苗木の提供を申請し、県道の美化運動に積極的に関わることで、地区の花
いっぱい運動の大本を創始された功績は大なるものがある。地域の老人クラブでの活動でも、ゲート
ボールコーチの役割やコートの整備などを先頭に立って行い、会員の親睦を図っている。

9 福島県郡山市 橋本
はしもと

　文男
ふ み お

83

　現役時代から地元のソフトボールや野球チームの指導者として活躍していた。退職後に老人クラブ入
会し、その経験を活かして体育部長となりスポーツ大会やゲートボール大会のリーダーとして運営に携
わっている。平成10年から郡山市交通安全協会大槻支部に入会し学童の安全確保のため、毎朝登校時
の補導を行っている。現在は副会長として地域のために尽力している。さらに市老人クラブ連合会大槻
町長寿会会長として、地域の小学児童と昔遊びを通じ世代間交流を図っている。
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10 福島県須賀川市 関根
せ き ね

　八重子
や え こ

85

　若い頃より、自身の高齢期のビジョンを思い描きながら、体と頭と心の健康づくりのためにスポーツ・合
唱活動を実践してきた。ボランティア活動は昭和56年に開始し、長く続けられるよう無理のない自身なり
の生活スタイルを築いてきている。特に活動の中心である読み聞かせボランティアグループ「読み聞か
せの会ポケット」では、昭和61年の結成時から携わり、平成15年4月から平成31年3月まで会長として会
を中心的に盛り立て、図書館を主な活動の場として幼児などに対し、手遊び歌などを交えて本の魅力を
伝え、子どもの読書活動の推進に貢献してきた。また、それぞれの活動を通して多くの仲間と交流し、そ
れも生きがいになっている。

11 福島県本宮市 宇山
う や ま

　とく子
こ

79

　若いときから継続してきたボランティア活動をきっかけに、レクリエーション指導者資格や訪問介護員の
資格を取得する中で、地域の健康サロンなどから声がかかるようになった。平成20年度ごろから10年以
上にわたり、特に健康づくりにつながる体操を提供し、声をかけていただく地域のサロンとは別に、高齢
者の健康維持を目的とした月2回の定例会も実施している。参加者からは体が軽くなったとか、動きやす
くなったという評価を得ている。

12
福島県

東白川郡矢祭町 佐川
さ が わ

　粂
く め

雄
お

91

　教員退職後の平成6年から地元老人クラブ「山野井金沢鶴亀会」に加入し積極的に活動している。自身
が企画した活動を会員に喜んでもらえることがうれしく、会長就任後は地域高齢者リーダーとして長年頑
張って活動している。特に平成28年4月から現在まで、会員の健康維持と認知症予防のため、週1回の
集いの場活動を継続して約170回企画運営し、地域高齢者の健康維持活動に貢献している。活動内容
は、ストレッチ体操・クロリティ・川柳・読書・合唱・おしゃべりなど様々なことを行うことで地域高齢者の元
気と笑顔と絆を深めることに日頃から心配りをしている。

13 茨城県下妻市 川井
か わ い

　里恵子
り え こ

74

　被推薦者は、（公財）茨城県防犯協会女性部部長として、「いつでも、どこでも、身軽に活動」をモットー
に、現在まで、防犯カルタの作成、指人形による防犯講話、バルーンアートを取り入れた防犯活動、児童
等に対する紙芝居による不審者対応訓練など、女性らしさを活かした防犯活動を積極的に実施してい
る。更に、高齢者が主な被害者となるニセ電話詐欺被害を未然に防止するため、警察と連携した金融機
関対象の実践的な防犯訓練にて、詐欺に騙されている高齢者を演じるなど、自身の年齢を活かしての防
犯活動を積極的に推進している。

14 千葉県我孫子市 大和
や ま と

　哲
さとし

74

　定年退職者の知識・経験が地域の「宝」であると気づき、27年にわたり、地域活動に携わっている。活
動としては元気シニアの知識・経験を地域で活かす環境づくりが地域基盤整備のために重要とし、語り
活動をしている。また、定年退職後は、地元NPO法人に入会し、「元気シニアの生きがい就労カレッジ」を
開催。講座終了後「ホームサービス事業」を立ち上げ、地域の課題解決に貢献している。元気シニアの
社会参加や健康長寿のための「人づくり」「まちづくり」の推進を図り、「長寿を幸せと感じる」地域環境づ
くりを目指して日々活動している。

15 東京都江戸川区 小久保　晴行
こ     く   ぼ   　　はるゆき

84

　学生時代に美術史を学び、その後も洋画家として活動していた経験を活かし、自分が住む街を文化の
薫りあふれる街にしたいとの思いから、江戸川区文化会の理事へと就任したことをはじめとして、江戸川
区内の様々な文化団体で活動を行っている。その後はボランティア団体における活動にも精励し、その
実績が評価されて江戸川区福祉ボランティア団体協議会の会長に就任して現在も活動を続けている。
温厚誠実な人柄や長年の活動実績などから信望も厚く、地域にとって欠くことのできない存在となってい
る。

16 東京都西東京市 柴
しば

　公
きみ

倫
のり

82

　学生時代から指導していただいた先輩でもある大学教授から、「現役時代の経験や知識と関係ない市
民活動に参画し、地域社会の発展と市民文化の継承・発展更には新たな創造につながる実践をするよ
うに」と助言をいただいたことを契機として、平成18年から、西東京市で環境保全活動に携わってきた。
防災思想の普及、コミュニティの形成、専門家による講演会の開催。また、毎月定期的に石神井川の清
掃、公園にはびこる外来植物（ワルナスビ）の駆除にも先頭に立って実践してきた。

17 神奈川県横浜市 平井
ひ ら い

　充子
あ つ こ

80

　1974年からサッカーを始め、その後、審判員の資格を取得するとともに、神奈川県第5種委員会婦人部
会長や少女委員会の役員を務め、また、女子が輝けるフィールドをつくるため女子選抜チームの発足な
どに尽力された。地域の子供たちのサッカーの環境づくりに大いに貢献している。
　また、老人クラブ活動では、会員のころから、スポーツ活動や友愛活動に積極的に係わり、以後、単位
老人クラブ会長、地区老人クラブ連合会会長を務め、2021年から緑区老人クラブ連合会会長に就任し、
区内老人クラブ活動の良きリーダーとして、健康、友愛、奉仕活動を通じて、高齢者の健康づくり、仲間
づくり、そして地域のまちづくりにその力を存分に発揮している。

18 神奈川県横浜市 丹
たん

　直秀
なおひで

85

　定年後公益財団法人さわやか福祉財団で20年以上ボランティア活動を行い、企業・団体にも社会貢献
活動を推し進め、また東日本大震災後は岩手県大船渡市の支援に関わってきた。地元のつながりも大
切に、空き家活用で発足した居場所「サロットひぎり」では開設に尽力し、運営にも中心的に関わってい
る。コロナ禍で現在はお茶会のみを実施しているが、妻を３年間在宅介護し、おいしい食事作りに感謝さ
れた実績を生かし、参加者と共にランチを作り、子どもから高齢者まで気軽にテーブルを囲みランチの提
供をする常設型の居場所として展開していく。
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19
石川県

羽咋郡宝達志水町 赤池
あかいけ

　嘉久
よしひさ

77

　地域への恩返しとして①川柳文化の普及と拡大　②「宝達志水町」での地域貢献活動　の取組を開
始。昭和59年から参加の地元「宝達川柳会」活動（毎月１回の「例句会」・「川柳教室」の開催等）の活性
化と「石川県川柳協会」会長等の活動を通じて、川柳人口の拡大と日本の伝統文化の発展・普及に努め
ている。
　現役時代から行っている「保護司」の取組を継続しつつ、平成20年から地区集落の区長として、「自主
防災会」の設立と地域の歴史「ふるさと上田の歩み」の編纂の取組を行なった。また、防災士として、自
然災害が多発する中、地域防災の意識（自分の家族・地域は、自分が守る）向上に努めている。

20 福井県福井市 吉川
よしかわ

　富美子
ふ み こ

77

絵手紙公認講師として、自宅で週に２回教室を開いており、地域のシニア層を対象に指導している。特
に、障がいのある方や病気の方を受講生として積極的に受け入れ、絵手紙を通して生きる希望を与えて
いる。また、地元の小学校や公民館でも指導するほか、チャリティーアート展に毎年欠かさず出展して収
益を寄付するなど、自らの持てる技術を社会に還元し、世の中の人のために活動を続けており、地域の
高齢者に多くの活力を与えている。

21 長野県長野市 池上
いけがみ

　友視
ともみ

87

　現職時代、選手の傍ら多くの試合で審判員として貢献。退職後も75歳過ぎまで各種大会の審判員とし
て活躍。また、長野県軟式野球連盟の役員として若手審判員を指導・育成するなど長野県の軟式野球
の発展に貢献した。また、長年青少年の野球指導に熱意を持って当り、青少年の健全な育成に寄与、地
域の皆様からも活動は高く評価されている。
　囲碁についても日本棋院免許アマチュア6段の資格を生かして、退職後は公民館主催の「囲碁講座」
等で講師を務めるとともに、講座修了者で更に棋力を高めたい者の学びの場として囲碁クラブ「山囲会」
（会員20名）を立ち上げ、毎週木曜日の例会には欠かさず指導に当たるなど、現在も囲碁の指導・普及
に尽力している。

22 長野県飯田市 木下
きのした

　和彦
かずひこ

79

　郵便局に在職中より飯田市竜丘地区の古墳群の保存・継承活動に関心を持ち、保存会の活動に協力
してきた。
平成24年からは公民館長を始め地域の要職を8年間にわたり歴任する傍ら、古墳の保存活動に尽力し
ながらボランティア団体としての「丘の草刈り隊」を立ち上げ、平成元年から隊長で活躍している。
平成25年には「竜丘古墳の会」を立ち上げ、平成30年4月から会長に就任し、古墳の見学者に対する説
明員のほか、地元の小学生に対して「はにわ」作りの講習を行うなど地域の歴史文化教育に尽力し、見
学者や地域住民から感謝されている。

23 長野県須坂市 涌井
わ く い

　美代
み よ

85

　小学４年生の時(終戦の年)に東京から長野へ疎開し、祖母から様々な郷土料理の作り方を教えても
らったことが土台となり、地元の郷土料理を伝承する活動を行っている。平成10年から「そば打ち体験教
室」「やしょうまづくり教室」「地元産の味噌を使った料理教室」等の講師を務め、子供から高齢者まで幅
広い年齢層を対象として、郷土料理の伝承と食を通じた健康増進に取り組んでいる。平成30年１月には
(一財)日本食生活協会から「郷土料理スペシャリスト(師範)」に認定され、県内各地の郷土料理も研究し
たいと意欲的な活動を続けている。

24 静岡県三島市 菊池
き く ち

　博
ひろし

76

　平成18年頃、貧困であえいでいる一人のお母さんと知り合いになり、「母子家庭で満足な食事がとれて
いない」状況を目の当たりにした。そこで、自ら会員になっている食料品の健康教室のメンバーと協議を
重ね、「何とかしよう」と決意した。このことをきっかけに地域の人たちとボランティアグループ「たまごの
会」を平成18年5月に立ち上げ、代表として現在まで食糧支援を継続している。現在は、母子家庭にとど
まらず、消費するのに十分な安全性のある食料品について「捨てずに活かす」取り組みをし、生活の苦し
い家庭にも食料品を届けたり、他のNGOと協力し、外国人労働者への食料支援も実施している。

25 愛知県豊川市 上田
う え だ

　求
もとむ

79

　社会還元をしたいと考え、①小学生の登下校時見守隊活動（SG活動）のSGに登録し、1日朝と夕方の2
回見守りを15年間活動しており、交通事故防止のほか犯罪防止や子供の相談相手となり保護者からも
信頼が寄せられている。②豊川海軍工廠と平和公園内のボランティアガイド活動で工廠の歴史・大空
襲、戦後の復興、空襲犠牲者の手記や供養等について、市内小学生や陸上自衛隊の新人隊員、各種
団体・企業の社員等を対象にガイドをしている。平和な時代の尊さを説明するなど、世の中に貢献できる
活動となっている。

26 愛知県大府市 近藤
こんどう

　悦子
え つ こ

91

　50歳を過ぎた頃に子どもが大学を卒業し、お世話になっている地域社会に恩返しをしたいと考えてい
た。当時社会的に活動が広がっていたボランティアに関心を持ち、活動を模索していたところ、夫や知人
の働きかけや紹介もあり、友人とともに施設での洗濯物整理、衣服の補修、利用者との交流などのボラ
ンティア活動を開始した。以来、40年以上に渡り施設運営のサポートや施設利用者の支援に取り組んで
いる。また、大府市社会福祉協議会総合ボランティアセンター運営委員を25年間務めており、ボランティ
アの発展に大きく寄与してきた。市内のボランティア活動者からの信頼が厚く、91歳になった現在でも
様々なボランティア活動や行事に積極的に参加しており、若い世代に助言を行うなど、人材育成や裾野
を広げる活動に取り組んでいる。

27 愛知県長久手市 山本　磯子
やまもと いそこ

75

　ボランティア活動を通して高齢者と関わる中で、困りごとや寂しさを抱えて生きる方々の存在を知り、高
齢者が集える場を作ってきた。平成30年には自ら古民家を借り上げて集いの場を作り、ボランティアの
方々とともに週に2回運営している。参加者とともに食事を作り、大勢で食事をする楽しみを皆さんととも
に共有。中には認知症を抱える方やその介護を担う男性もおり、社会とつながる場として多くの方が参
加している。
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28
三重県

三重郡朝日町 伊藤
い と う

　茂
しげる

76

　平成19年から、地域のために自治会長ほか多くの役職につき精力的な活動をしてきた。特に、自ら埋
縄（ウズナワ）まちづくり協議会を発足させ、自分の田圃2反ほどを地域の子ども会に「どろんこあそび」
の場を長年提供すると共に、自らも率先し活動し青少年育成に貢献している。また、地域の指導者として
ボランティア活動にも誠心誠意尽しており、その姿は輝いている。更には、自ら自身の山林を開拓してそ
こにログハウスを建て、地域の人たちとのコミュニケーションの場を提供するなど精力的な活動を実践し
ている。

29 大阪府大阪市 桑木
く わ き

　幸子
さ ち こ

85

　保護司、社会福祉委員、婦人部地域部長、認知症活動、防犯パトロールと多様な活動を精力的にこな
している。コロナ禍の中では手作りマスクを配布する等時代の要請にも敏感。洋裁教師の技術をいかし
ボランティアで洋裁教室も開催している。20年から30年以上継続して活動をしているものが多い。
今も、大阪府高齢者大学校の受講生として「勉強出来る喜びが自信に繋がり、人に喜んでもらえることに
生きがいを感じている」とのこと。

30 大阪府枚方市 中尾
なか　お

 　英夫
ひで　お

79

　平成20年から令和2年までの12年間、「食の安全と有機栽培」「食育」の重要性を認識し、所有の農地
を開放し、試行錯誤して習得した有機野菜の栽培を行い、地元の小学校3年の児童（80～90名）を対象
に、通年15～20種類の無農薬野菜を自ら収穫させる体験学習をさせ、食の安全を教えている。収穫した
野菜は持ち帰らせ、家族と一緒に調理させている。この取り組みは食の安全と食の大切さを未来の子供
たちに教える大人の使命ととらえるとともに、高齢者の社会貢献としての生きがいである。児童からは感
謝の手紙が多数届けられ、教育関係者からも評価され、枚方市長からも感謝状が授与されている。

31 奈良県御所市 佐竹
さ た け

　力
りき

英
えい

83

　区民生委員として活動や地域ボランティアを続けていく中で、認知症サポーター養成講座の開催に携
わり、地域住民の認知症に対する正しい理解普及に貢献している。また、「御所ふるさとクラブ」の代表と
して、市内高齢者の健康促進にも尽力している。
　令和３年度より始動予定の奈良県初の住民主体の移動支援サービス団体「つつじメイト」を創設し、住
民主体の地域づくりの一翼を担っている。

32 和歌山県和歌山市 内海
うつ　み

 　敏雄
とし　お

81

　平成20年に「わかやま楽落会」、「和歌山市語り部クラブ」及び「和歌山県腹話術協会」に入会し、落語
やマジックなどに一から挑戦すると共に、高齢者施設、幼稚園や外出が難しい高齢者宅などを訪れ、落
語などを通じて「笑いと元気」をお届けしている。また、令和元年には、和歌山市から和歌山市ミニ観光ツ
アーの「語り部」の要請を受けるなど、長年にわたり、年間で平均50回以上活動を行っている。これらの
活動が自分の元気と健康の源となっていると同時に地域貢献にも大きな役割を果たしている。

33 島根県大田市 三井　サヨ
み つ い さ よ

95

　農業のかたわら竹細工（背負い駕籠等）、藁草履（嘗てはワラジ、足中を僧職の修行用にとして、最近
では飾りや置物用で販売）、しめ縄などの手づくり技術を修得した。しめ縄は神棚や正月の玄関飾りに使
われ、今でも地元神社に納めるだけでなく近隣や知人に対しても販売している。今でも毎日作業を続け
ており、高い制作技能と精巧な作りのため、地元の文化祭などでは優秀作品としていつも展示の中心に
ある。

34 島根県大田市 松尾　岩市
ま つ お い わ い ち

95

　一人漁（一本釣り漁）に従事する現役の漁師である。一人漁は体力と熟練技能を要する過酷な仕事の
ため、ほとんどの人は60～70歳代で船を降りるが、95歳の現在でも3.4㌧の船を操縦して一人で漁に出
て、夏には剣先イカ、秋～春にかけてはアマダイを狙う。ご本人は柔和・明朗な人物で、地域から親しみ
を持たれている人格者でもある。

35 岡山県倉敷市 猪木
い の き

　克太
か つ た

80

　42歳の厄年を機に、地域貢献と健康づくりを考え、茶屋町鬼太鼓を昭和58年設立。ボランティアととも
に子供達に和太鼓の良さを伝え残す活動を行う。すそ野を広げるため茶屋町小学校で全クラスで和太
鼓を体験することができる。
　ペタンクの発祥国はフランスで、55か国以上で競技が行われている。倉敷市ペタンク協会を平成11年
に設立した。年齢を問わないペタンクは世代間交流も楽しめる生きがいスポーツである。今後もジュニア
の育成にも努めたい。

36 広島県広島市 柴田
し ば た

　武志
た け し

73

　退職後、「地元貢献につながる活動をしたい」と平成28年4月に広島市観光ボランティアガイド協会へ入
会し、修学旅行生や観光客に対して、戦争の悲惨さや平和の大切さ、広島の歴史や魅力を伝える活動
を行っており、その回数は5年間で延べ931回に及んでいる。
　また、東日本大震災の教訓から防災に向けた地域貢献を決意し、平成25年12月に防災士資格を取得
した。地元町内会の要請を受けて平成30年4月に防火・防犯副部長に就任してからは、広島市中区では
初めてとなる自主防災訓練を企画・立案し成功させるなど、地域から高い評価を受けている。
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37 山口県周南市 藤本
ふじもと

　賢司
けん　じ

77

　山口県少年少女発明クラブ活動推進協議会の事務局長として「青少年の創造性育成」支援体制の強
化を目的に活動するほか、大学の特任教授として教壇に立つ等、小学生から大学生まで幅広く世代間
交流に取り組んでいる。また、シニア世代を地元企業へ紹介する活動も行っており、約400名の再就職を
支援し、地域社会が抱える課題を解決したり、様々な県民活動にもボランティアとして協力したりしてい
る。

38 徳島県三好市 西岡
にしおか

　孝明
たかあき

71

　昭和49年から、過疎化の進む山間部の小中学校生に対し、スポーツ（卓球）を通じて強く逞しく生きる
精神と強靭な肉体を作るための指導を行っている。併せて、生徒と協力して年2回、通学路3キロを中心
に草刈り清掃を実施するなど地域の美化活動にも取り組んでいる。平成20年から自宅周辺に福寿草を
栽培する「ふくじゅ園」を開設するとともに、祖谷落合地区の山全体に福寿草を再生するなど地元活性化
の拠点づくりを行っている。更に、市からの要請で、地元の温泉宿「いやしの温泉郷」の経営立て直しを
実現したり、市の審議委員としての貢献もしている。

39 福岡県北九州市 粟村　律子
あわむら りつこ

72

　レクリエーション指導員の資格を生かし、当初は1か所のデイサービスセンターで健康体操を教えてい
たが、口コミ等で活動の場が広がり、現在は門司区や小倉南区など市内14か所の介護施設等で、高齢
者に体操を教えるボランティア活動を行っている。介護施設では、体操のほか、音楽に合わせて踊りも
披露し、利用者の方に喜ばれている。原則、個人で活動しているが、自身が会長を務める老人クラブ「フ
レッシュクラブアイリス」の会員たちといっしょに活動する場合もある。活動は週に2回程度で、年間の活
動回数は約100回にのぼる。

40 福岡県北九州市 手島　稔之
て しま としゆき

79

　海外での生活で得た知識やこれまでの経験等を生かし、地域の安全・安心や、文化・芸術活動の推進
等のため、以下の活動に取り組んでいる。①「子どもひまわり学習塾」での指導。②ボランティア団体「錦
まちづくり工房」を立ち上げ、市民花壇の花苗植付・維持管理等の取組。③「錦健康ハツラツ会」を発足
し、「ハツラツ体操」や健康ウォーキング、グラウンド・ゴルフの大会及び練習会を定期的に開催。④シル
バー人材センターの違反広告物除却作業に参加。⑤地域の医療関係者を講師とした健康講座を開催。
⑥防災活動を通じた人のつながりの強化。⑦清掃ボランティアの立ち上げ、門司港周辺の定期的な清掃
活動。⑧錦町まちづくり協議会及び市民センターの周年事業への参加、記念誌の編さん。⑨地域の歴史
や郷土芸能の学習。⑩エコバスツアーの開催。

41 福岡県北九州市 井手　國昭
い で くにあき

81

　本市の「とばたガーデニング物語事業」に参加し、市民センター、まちづくり協議会と協働で「花菖蒲の
植えかた教室」を開催している。自身は友人とともに講師として指導にあたり、約13年間に渡って、花の
株分け、鉢植え、育て方を多くの人に伝授し、菖蒲の花を広めていった。現在は三六市民センターに211
鉢45品種、三六地区の路地に150鉢の菖蒲があり、毎日の水やり、年4回の施肥を行うなど、丹精込め
て育てている。5月の開花を地域全体で心待ちにしており、三六市民センターの名物として定着してい
る。令和3年度からは、市民センターでの「生き生き子ども講座」において小学生向けにも講座を開催し、
花を愛でる心を養い、これを次世代に繋げていく活動をしている。

42 福岡県北九州市 松尾
まつお

　力
ちから

76

　現役時代から40年にわたり、校区自治会の青少年の体位向上、非行化防止、父母との親睦・交流など
を目的とした「子供育成会ソフトボール部」の結成時から指導に携わり、青少年育成、子育てに関する父
母の悩み相談等地域のリーダーとして活躍している。　また、地域奉仕活動として「公園愛護会」の会長
を努め、通学路や公園の花の手入れ、子供への声かけ等行い、地域の美化活動と児童の安全を見守る
活動を行っている。これら青少年育成の指導、地域社会づくりの功績を称えられ、平成5年には毎日新聞
社から表彰されている。

43
佐賀県

三養基郡基山町 益田
ま す だ

　勝俊
かつとし

77

　「犯罪のない安全なまちづくり、自分たちの町は自分たちで守ろう。」と地域住民に呼びかけ、平成15年
12月に「基山町12区防犯パトロール隊」を結成して以降、同パトロール隊の代表として地域住民を牽引
し、児童の見守り活動、地域の防犯パトロールを実施した。平成22年に結成された「鳥栖・三養基地区防
犯ボランティア連絡協議会」にも進んで参加し、平成28年からは同協議会の会長として、活動の範囲を
広げ地域の安全・安心確保に尽力している。
　上記防犯ボランティア活動のほか、30年前から現在まで少年野球・ソフトボールの指導及び試合時の
審判等を通じて少年の健全育成活動を推進している。また、社会福祉協議会の苦情処理委員として、住
民の苦情事案等の解決にも尽力している。

44 長崎県長崎市 田嶋
た じ ま

　桂子
け い こ

78

　長崎市少年消防クラブ及び第2式見少年消防クラブの会長として、また鼓笛隊の指導者として、昭和60
年から現在まで活動を続けている。また、昭和52年から令和2年まで、交通安全母の会の会長も務め、
子供達を守る活動を行った。交通栄誉賞や消防庁長官表彰等を受賞しており、子供達の安全や少年育
成に大きく貢献している。

45 長崎県長崎市 鶴田
つ る た

　康夫
や す お

72

　退職後は人の役に立つ活動を自分の生きがいにしたいと考え、退職後必要な資格を自ら学習・取得し
実践している。
要約筆記奉仕者としては、平成26年長崎国体の要約筆記ボランティア募集をきっかけに専門講座を受
け、要約筆記奉仕員となり「ＰＣながさき」に所属し、中途失聴者や難聴者のための各種会議や講演会な
どでパソコン通訳を行い、現在は、広報番組の字幕作成も行っている。
更に、平成26年には日本レクリエーション協会インストラクター養成講座を受講、資格を取得し、インスト
ラクターとして自治会サロンや介護施設、デイサービス施設に講師として訪問し、「脳トレ、筋トレ、脂肪ト
レ」のレクリエーションや自分の趣味・特技を生かした絵手紙教室や三線演奏など合せて地域貢献活動
を積極的に行っている。



6/6

通し
番号

活動地域
（ふりがな）
氏　　　名

年
齢

エイジレス・ライフの概要

46 長崎県島原市 荒木
あ ら き

　學
まなぶ

83

　介護予防ボランテｲア養成講座修了後、ボランテｲア連絡会会員となる。自主活動組織として、自主体
操グループ「元気かい」を毎週開催し、ボランティアやリーダーとして会を盛り上げるとともに、プログラム
内容を充実させ仲間の輪を拡大している。その他の取組として、陶芸クラブを週二回開催し、参加した方
が作成した作品を焼く作業、釉薬の調合を行うなど、お世話役を担っており、地域の方々との交流や周
知の場ともなっている。地区のふれあいサロンは夫婦で支援者として開催。ご夫婦の明るい性格で自宅
はサロンや「元気かい」の参加者が立ち寄り、高齢者の寄り合い所として日々訪問者がある。高齢化が
進み、地域が希薄化する中で、男性のリーダーは貴重な存在であり、多くの活動の支援者として、生き
生きと活躍されている。

47
熊本県

上益城郡益城町 村上
むらかみ

　眞
ま

智
ち

子
こ

76

　若い頃から、ボランティア、民生委員として、地域活動等を行ってきた。「地域のために何かしたい」とい
う思いから、「お茶しませんか」を立ち上げ、「人々が集まって一息つける場」として活動、平成28年の地
震により一時中断するも、平成29年4月には活動再開し、助成金を活用し、様々な方々の支援を受けな
がら活動を継続していた。しかし、令和2年2月以降、コロナ禍により「お茶しませんか」の活動は休止。夏
頃、活動を再開しようとするが再び感染が拡大し活動できない状況が続いた。そんな中、地域の方々の
要望もあり、令和2年10月より、新たに神社に講師を呼び健康体操を行う活動を開始、令和3年4月現在
週2回活動を行い、密を避けながら集い健康を維持する場となっている。状況に応じて、様々な形で集い
の場を作る活動を行っている。

48
鹿児島県

大島郡知名町 新納
にいのう

　美壽
み す ず

73

　長年保育士として勤め、定年後に当時住んでいた大阪で介護予防運動指導員の資格を取得した。現
在、地区の高齢者への運動指導や老人施設への慰問を行い、体力アップや体力維持の為の指導を
行っている。季節に合わせた童謡を歌いながら体操に取り組むほか、しりとりや暗算などの脳トレを行
い、身体だけでなく、脳の活性化も行っている。体操後、利用者からは、「楽しく運動ができ、元気が出
た」と、笑顔が見られる。

49 沖縄県豊見城市 新崎
あらさき

　善
ぜん

八郎
はちろう

80

　「人の為に出来る事をしたい」と音楽教師としての経験を活かしアコーディオンの生演奏と独学で学ん
だマジックショーで市内外の老健施設やこども園で公演活動を行い大変喜ばれている。また歌好きな方
を集い3団体の歌声サークルを立ち上げ歌声を指導し、高齢者の健康づくり、生きがいづくり、地域活性
化に取り組む。他にも故郷の同期約200名を会員とする月刊誌「龍巻友の会」を創刊し現在まで発行して
いる。これらの活動を「愛のボランティア」として平成14年から無償で続け今年で20年を迎え、市内外で
見る人に笑顔と元気を与えている。

50 沖縄県うるま市 森根
も り ね

　千寿子
ち ず こ

79

　平成14年から現在まで20年にわたり青少年健全育成や子ども達の登校時間に県道で道路横断の誘
導を行い、交通事故防止に貢献している。平成19年から志林川区老人クラブ活動に参加し、会長として
リーダーシップを発揮し、会活動を盛り上げている。老人クラブでは、コーラスサークルも立ち上げ、公民
館から歌声が聞こえる豊かな地域環境になっている。また、市老連具志川支部長を兼務し、これまでの
人生経験を活かし、支部全体の老人クラブ活動の牽引者として老人クラブの発展に寄与している。地域
の見守り隊活動も行っていて、支援を必要としている高齢者世帯の安否確認や身の回りの支援活動を
行っている。一人住まいの高齢者が室内で倒れたが、森根さんの発見で大事に至らなった事例もあっ
た。
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通し
番号

活動地域
（ふりがな）

グループ等の名称
活動内容

1 北海道登別市
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

ゆめみ～る

　高齢者の孤立が社会問題となる中、高齢者が自ら主体的となって地域の居場所作
りを行うなど、地域の方が孤独に陥らないよう取組を推進してきた。地域食堂を運営
することで活動資金を確保しつつ、高齢者や親子が自由に集う「サロン事業」、高齢
者の見守り活動を兼ねた「配食事業」、子育て世代の支援を行う「子ども食堂」をはじ
め地域福祉に資する事業を展開し、高齢者のみならず、母子世帯や子どもの教育な
ど多世代にわたる方の支援(複眼的活動)を行っている。フードバンクという新たな手
法を取り入れてひとり親とその子どもの支援を始めるなど、積極的に活動範囲を広
げ、成果を上げている。

2
岩手県

紫波郡紫波町 紫波歴史
し わ れ き し

研究会
けんきゅうかい

　紫波地域の歴史遺産を町民の手で調査・研究し、その価値や魅力等を記録・保存し
て次世代へ継承する取組を通じて町民の歴史文化への理解や関心を深め、市民協
働による歴史遺産を活かしたまちづくりを推進している。また、QRコード化による地域
歴史探訪の活用などの情報発信事業、歴史探訪ガイドツアー事業などの活動を行っ
ており、地域歴史文化の保存・継承等に貢献している。

3
山形県

西村山郡河北町
特定非営利活動法人
とくていひ え い り かつどうほうじん

ご・ざぁ～れ広場
ひ ろ ば

　退職後に始めた詐欺防止のための寸劇による、高齢者間の交流がきっかけで結成
された。高齢者の居場所づくりの一環として、英会話教室やアロマ教室のほか、月1
回のお楽しみイベントや年1回の文化祭、映画上映等、多彩なイベントを行っている。
地域福祉発展のために、現地研修や事例提供等に積極的に協力していただける先
導的役割を担っている。

4 福島県郡山市
郡山市
こおりやまし

富久山
ふ く や ま

郷土史
き ょ う ど し

研究
けんきゅうかい

会

　地域の史跡・名所を残すことが活動の起源で、郡山合戦と呼ばれる芦名軍との戦
いで伊達政宗の代わりに亡くなった伊東氏の慰霊碑が昭和45年に日吉神社に移され
た時から毎年10月27日には供養祭が開催されており、研究会の主たる活動の一つに
なっている。もう一つの主たる活動である「新春かるた大会」は毎年1月の第3日曜日
に開催されており、令和3年1月で第50回を数えている。研究会が手書きで作成した
郷土史かるたは全国的にも有名で、小・中学生、一般の方総勢100人が参加する大
会となっている。

5 福島県郡山市
緑ケ丘
みどりがおかひがしいっちょうめちょうないかい

東一丁目町内会

ほのぼの交流
こうりゅう

プロジェクト

　新興住宅地の町内会で高齢者の交流・通いの場としての集会所の建設を契機に、
「いきいき百歳体操」を開始し体操後の茶話会も実施。高齢者のみの世帯が増加し、
そのバックアップの必要性から病院付添い、ゴミ処理等をする「お助け隊」活動の実
施。新型コロナでも三密にならない活動を模索し、藪となっていた市緑地と民有地（合
計約3,000坪）を利用しミニ花見山を目標に活動することで町内の環境美化に取り組
む「ほのぼの緑地」活動に取り組んでいる。

6 福島県郡山市
三穂田
み ほ た

地区
ち く

ボランティア連絡
れんらく

会
かい

　地区社会福祉協議会の主催事業をサポートするのを主な目的に設立され、「一人
暮らし高齢者招待昼食会」や「高齢者交歓のつどい」での手作り食事の提供、高齢者
の接待などを行っている。実行委員として地区の敬老会運営に関わり、祝品の受け
渡し、案内誘導、受付など引き受けている。地区で立ち上げた「みほたカフェ＆マー
ケット運営協議会」で、毎月、地区内の高齢者を招待して無料でコーヒーなどを提供し
ており、そこでの給仕、話し相手など「カフェボラ」として支えている。

7 埼玉県さいたま市 ティ・プラザ

　高齢者を中心として地域住民に会話や軽い運動、健康問題の知識講演や音楽鑑
賞や合唱等、楽しい時間を提供して、心身共に健康を維持できる事を目指して活動し
ている。活動開始から18年が経過し、令和2年度は新型コロナウイルスの影響で減少
したものの、これまで年間400人が参加するなど実績を積み上げてきた。広報のチラ
シや自治会の回覧を通して、サロン参加の呼びかけを行い、「人と人とのふれ合いが
元気の源」を合言葉に、参加する高齢者から元気をもらう気持ちで活動を継続してい
る。今後は、コロナ対策を行いながら、マスク越しの静かな会話と健康維持の為の体
操やフレイル予防の研修、ふれ合いのあるサロン活動を続ける予定であり、時代に
合わせて工夫をしながら、地域福祉の推進に貢献している。

8 千葉県船橋市
手
て

と手
て

の会
かい

　<愛称
あいしょう

：ハッピーダンス>

　リハビリダンス（ハッピーダンス）を通じて、施設などでダンス曲や懐メロなどに乗っ
て動き、踊ることで健康で楽しい生活を送ってもらいたいという思いで活動している。
また、会員自身も常に楽しみながらハッピーダンスを行い、活動を通じて得られる感
動が活力になっている。今回コロナ禍でのボランティア活動の方法を検討し、エアー
タッチ・リハビリダンスで活動をしている。

9 千葉県柏市 花鳥お話隊
かちょうおはなしたい

　おもに千葉県北西部の常磐線沿線に居住する高齢者の自主活動グループである
「ダイヤ常磐」の会員有志により結成されたグループで、高齢者施設へのボランティア
慰問活動を実施している。平成21年（2009年）に活動を開始し、現在までに計66回の
慰問を実施している。施設の慰問時は、各回慰問メンバー各人毎の趣味や特技を生
かし、ストレッチ体操、花に関するクイズ、ギターやハーモニカ伴奏による合唱、鳥の
生態や名前についてのお話、手品・折り紙、謡曲、紙芝居、朗読、手話合唱、手話ダ
ンス等を織り交ぜて披露している。高齢者施設は入所者を楽しませ、活性化を図るた
めに、外部団体からの支援を期待しており、どの施設からも温かく迎えていただいて
いる。

参考資料２
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通し
番号

活動地域
（ふりがな）

グループ等の名称
活動内容

10 東京都新宿区 ダイヤビックひばり会
かい

　「ダイヤビック」というシニア向けエアロビックのシニアインストラクターの自主活動組
織で、“インストラクター養成講座”を修了後に入会した会員（シニアインストラクター）
の更なる指導技術の向上や会員間の交流を目的とした定期的な「研修会」の開催や
「機関紙」の発行により、各会員の居住地域での「ダイヤビック教室」の自主開催を支
援している。これに加え、自治体などの各種イベントでのデモンストレーション要請な
どにも積極的にインストラクターを派遣している。
　当組織の活動が奏功し、「ダイヤビック」が高齢者の「介護予防」につながるプログラ
ムとして、複数の自治体から期待・注目され、さらに“知的障がい者”向けプログラム
としても注目され、現在、2つの施設において継続的に“ダイヤビック教室”を開催して
いる。

11 東京都八王子市 小比企
こ び き

寿
ことぶきかい

会

　地域の高齢者で結成されたグループで、会員の健康寿命を延ばし、更には地域と
の連携及び地域貢献のための活動を行っている。具体的には防犯を兼ねて地域の
ゴミ拾いを、毎週日曜日午前10時から１時間程度年間45日から50日実施。また、アル
ミ缶の回収活動を年間3回程度実施し、得た補助金で、コスモスの苗を購入し、川沿
の散歩道約200ｍに植えてコスモス街道とし、草刈り等の手入れを随時行い美化に努
めている他、「コスモスを見る会」を開催し焼きそばなどの提供をしている。更に、春・
秋の全国交通安全運動期間には、小学生の登下校に合わせて会員が見守り指導を
行っている。また、新小学1年生を対象に、交通安全歩行訓練(信号機・交差点)の指
導等も行っている。

12 東京都立川市 日和
ひ よ り

会
かい

　地域の自治会のシニアが独立し結成された老人クラブで、自治会と連携し多世代交
流や防災活動を中心とした活動を続けている。平成31年度より立川市老人クラブ連
合会に参加し、さらに幅広く福祉行政に資する活動を行っている。令和2年度、コロナ
禍でも工夫して非対面で行うことのできる避難訓練（「無事ですタオル」を玄関にかけ
ることによって安否確認を行う訓練）を採用し開催しており、その参加率の高さや時間
効率の改善など、従来型の訓練よりも多くの結果が得られた。

13 東京都三鷹市 おむすび倶楽部
く ら ぶ

友
とも

の会
かい

　「おむすび倶楽部友の会」が運営する　「おむすびハウス」は、三鷹市社会福祉協議
会主催「居場所づくりサロン」や地元大学社会人講座の履修生を中心に、地域の高
齢者、障がい者、子育て世代、学生、外国の方々などの地域の交流の場、居場所と
して平成29年にオープンした。活動は、手作りカフェ・歌声カフェ・脳トレ健康麻雀・健
康体操など1回／2週、1回／月のペースで行い、特別企画として、弦楽四重奏やジャ
ズのコンサート、おむすびカルチャーなど、都度開催してきた。
　また、地域包括支援センター、ボランティアセンター、三鷹ネットワーク大学、三鷹市
市民協働センターなどの依頼で活動報告や実習生の受入れなどを積極的に行って
いる。オープンから2年間で延べ1万人が利用し、活動開始から短期間ながらも、地域
の居場所として着実に根付いている。

14 東京都府中市
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

府中
ふちゅう

かんきょう市民
し み ん

の会
かい

　地域における自然環境の保全や良好な都市環境の確保のため活動している。具体
的には、田んぼの学校での米作り体験学習、小学校の総合的な学習での自然観察
（樹木、野草、昆虫、野鳥など）を実施。また、公園清掃、湧水調査や大気汚染調査、
援農ボランティア、農園塾などを実施している。行政や大学などとも手を携え、市民協
働をテーマに多くの市民とともに活動している。

15 神奈川県横浜市 お互
たが

いさまねっと公田町
くでんちょう

団地
だ ん ち

　当該グループは、1,160戸のＵＲ公田町団地の自治会役員や民生委員・児童委員、
ボランティア等で構成されたグループです。交流サロンやミニ食堂、見守り活動、生活
支援相談等の拠点を団地施設内に置き、毎週のあおぞら市の開催、通信の発行、生
活支援や地域に根ざした子どもの健全育成を図る事業を行うなど、地域の活性化と
住民が安心して生活が出来るようなまちづくりに10年以上寄与しています。

16 神奈川県横浜市 しらゆり助っ人隊
す け っ と た い

　他の地区で行っていた見守り支え合い活動の事例を聞き、自身の地区で可能な活
動を検討し仲間を集めて結成した。高齢者の困りごとや解決の手助けなど5年間継続
して活動している。その間毎年100件を超える実績があり、地区の一人暮らしの高齢
者に大変喜ばれる存在となっている。また地区全体に広報のチラシを配布し活動を
広くPRして利用者を募るなど、地域の高齢者を中心に積極的な社会活動を行ってい
る。

17 神奈川県秦野市
保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターいきがい型
がた

デイサービ

ス水曜
すいよう

班
はん

　ボランティア講座を受講した市民により結成されたグループで、要支援・事業対象者
の方を含む高齢者を対象に、介護予防を中心としたデイサービスの運営を続けてい
る。さまざまなレクリエーションや、体操、雑談に加え、ボランティア手作りの昼食がふ
るまわれており、地域に根差した活動は20年にもなる。市内のボランティアグループ
の草分けとして活動を続けており、地域福祉の推進に貢献している。

18 新潟県新潟市 葛塚
くずつか

小学校
しょうがっこう

区
く

地域
ち い き

安全
あんぜん

協議会
きょうぎかい

　全国で幼児の連れ去りなど凶悪犯罪のほか、葛塚小学校区内でも不審者の出没
が相次いでいたことから、学区内の29自治会の有志59名が集結し、葛塚小学校区地
域安全協議会を設立、学校やPTAと連携して子どもの犯罪被害防止を中心に「自分
たちの街は自分たちで守る」をスローガンに、揃いの帽子とウインドブレーカーの装い
で、子ども安全見守り通学路パトロールのほか、地域の犯罪情勢や不審者の出没毎
に緊急パトロール、豊栄駅駐輪場における自転車盗難防止広報活動等を実施し、地
域の安全に多大な貢献をし、地域安全活動のモデルとなっている。
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通し
番号

活動地域
（ふりがな）

グループ等の名称
活動内容

19 石川県金沢市 矢木親寿会
や ぎ し ん じ ゅ かい

　矢木親寿会は昭和59年に創立し、平成13年6月に大阪で発生した附属池田小事件
をきっかけに、児童の登校時の見守り活動を20年にわたって行い、地域の安全に寄
与している。
　また、地区内の公園等を定期的に清掃し、地域の美化に取り組むほか、フレイル予
防の健康教室を毎月開催するなど、地域全体の健康長寿の推進に貢献している。

20 石川県七尾市
グループデイ国分

こ く ぶ

くつろぎ

　健康相談、血圧測定、お楽しみランチ（手作りの昼食）、介護予防体操、手芸、健康
麻雀など、高齢者の生きがいの場づくりや介護予防活動に取り組んでいる。また、町
内会や老人クラブとも連携し、地域住民を巻き込み、地域の絆づくりにも寄与してい
る。今では、参加者同士が相手の気持ちを尊重しながら、心配事を話し合える場にも
なっている。

21
石川県

羽咋郡志賀町 堀松老人
ほりまつろうじん

クラブ

　クラブ会員自らが生きがいを見つけ、地域を豊かにするために、清掃奉仕活動や公
民館と共同で様々な活動を行っている。清掃奉仕活動では、普段住民が利用する道
路の除草作業や空き缶拾い、河川敷のごみ拾いなどを行い、地域の環境美化に取り
組んでいる。
　また、公民館と共同で行う「高齢者学級」や「敬老会」では、地域全体で交流すること
により、高齢者の孤立を防ぎ、住民がお互い助け合い、支え合える地域づくりに取り
組んでいる。

22 福井県福井市 ふくいおもちゃ病院
びょういん

「おもちゃドクター養成講座」の修了生により結成されたボランティアグループで、メン
バーのこれまでの経験と技術を活かして、無償でおもちゃの修理を行っている。「ふく
いおもちゃ病院」は、毎月第３日曜日に総合グリーンセンターで開催するほか、福井
市内を中心に公民館や児童館、各種イベント時に不定期で開催している。おもちゃの
修理を通して、子どもたちに物を大切にする気持ちや、メカニズムの面白さを伝えて
いる。

23 愛知県瀬戸市
　特定非営利活動法人

とくていひえいりかつどうほうじん

瀬戸
せ と

地域
ち い き

福祉
ふ く し

を考
かんが

える会
かい

まごころ

　「誰にでも必ず来る老後を、今できる人ができることを手助けする」をモットーに主に
高齢者に関わる幅広い事業を行っている。その活動は精力的であり、活動開始から
30年を迎えた今でも新しい取り組みにチャレンジしている。また、常に利用者に寄り
添った支援が特徴である。高齢者の居場所づくり事業である「ぷらっと」やサロン事業
などでは自身も高齢者であるボランティアが数多く活躍しており、参加者も運営者も
楽しみながら活動している。

24 愛知県豊田市 さなげ台
だい

愛護会
あいごかい

　年間を通じ、団地内の環境を守る活動をしている団体。県市道や通学路の草刈り、
地域グラウンドや公園、バス停付近の清掃、花の植え付けなどの環境美化活動を実
施している。また、団地内にある亀首湿地の保全活動や腐葉土づくりにも熱心に取り
組み、幅広い視点での環境保全活動が他団体の模範であり、地域の環境整備に大
いに貢献している。

25 愛知県安城市 安城
あんじょう

ふるさとガイドの会
かい

　平成18年に定年退職したシニア世代の有志で結成されたガイドボランティア団体で
ある。市内名所のガイド依頼を受ける一方、行政主催の史跡めぐり講座ではユニーク
なガイドで人気を博している。
　また令和3年には結成15年を記念した安城市観光ガイドブック「安城史跡めぐり」を
刊行した。このガイドブックは、市内260カ所の名所による史跡めぐりのモデルコース
を提示している。ガイドブック作成にあたり、コース選定や撮影、レイアウト等はすべ
て会員が手掛けた。
　故郷あるいは第二の故郷の郷土史を学ぶだけではなく、ガイドボランティア団体に
所属して積極的にガイド活動をしつつ、独自のガイドブックやユ二フォームを作成し
て、少しでも安城市の歴史を知ってもらおうと様々な試みを展開している。

26 愛知県安城市

愛知県
あいちけん

健康
けんこう

づくりリーダー連絡協議会
れんらくきょうぎかい

西三河
にしみかわ

南部
な ん ぶ

ブロック

安城
あんじょう

支部
し ぶ

　愛知県健康づくりリーダーとして、安城市における町内会健康体操教室や健康づく
り教室、地域のサロン活動、デイサービスでの活動等をはじめとする様々な行事・イ
ベントにて講師として活躍しており、地域での健康づくりの普及・啓発に貢献してい
る。行政とも連携して「Anjo☆きらめき☆体操」を作成したり、コロナ禍においても社会
福祉協議会が制作する介護予防動画の撮影に協力するなど活動を継続しており、健
康なまちづくりに向けて積極的に取り組んでいる。また、安城支部で活躍する会員を
増やすことを目指して、次世代への継承を課題とし、活躍の場面を拡大しながら安城
市の健康づくりに幅広く貢献している。さらに月1回の定例会を開催し、健康づくりリー
ダーのスキルアップにも尽力している。

27 愛知県長久手市 ういういの会
かい

　平成24年10月に設立されたボランティア団体。地域でのつながりが希薄になる中、
市民や市民活動のつながるきっかけを作り、暮らしやすい町づくりを目指して活動し
ている。コロナ禍において、集まる場が閉鎖される中、Zoomの体験会をいち早く開催
し、活用のメリットを紹介したり、やり方がわからない方にはその導入をお手伝いする
など発信し続け、つながりが途絶えないよう活動を続けている。
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28 大阪府大阪市 高倉
たかくら

老人
ろうじん

クラブ連合会
れんごうかい

　平成26年から高倉老人クラブ連合会会長として、地域の小学校との世代交流活動
や地域行事への積極的な参加を通じて、地域に貢献できる老人会活動を展開してい
る。更に、区老連の厚生文化部長として、カラオケ大会、作品展、バス旅行（年3回）を
企画・運営し、多くの参加者を集め、区老連活動を活性化させ、地域住民の好評を得
ている。ちなみに、高倉老人クラブ連合会発足時からこれまでに、月刊誌「高老月刊」
（高倉老人クラブ連合会だより）を54年間で660号発行している。

29 大阪府大阪市 大阪
おおさか

子
こ

どもフェスタ・チーム高大
こうだい

　大阪府高齢者大学校の修了生により結成されたグループで、生涯学習で学んだ知
識や経験を生かし社会貢献活動を実践しようと、小学生を中心に「子どもおもちゃ作り
イベント」や「子ども科学実験教室」を開催している。毎年、夏休みには参加者2,000名
を超える「子ども教室フェスティバル」を実施子どもたちに楽しく学ぶ場を提供するとと
もに、祖父母・両親等も巻き込み多世代交流を図っている。

30 和歌山県紀の川市
特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

フレイルサポート紀の川
き の か わ

　市民のための市民によるフレイルチェックを始めようと、平成29年2月熱意のある市
民ボランティアが集結し、定期的なフレイルチェック事業やフレイル予防の周知普及を
中心として活動している。また、東京大学高齢社会総合研究機構とも連携し、データ
の提供など研究事業にも参加している。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、フレイルチェック事業はできていないが、令和
2年10月にNPO法人化し、さらに幅広く活動を展開していく予定。
　現在は、FacebookやYouTubeで活動の模様や予防情報の配信、地域貢献活動とし
て、健康づくりマップの作成やフレイル予防の周知媒体の製作、地域の見守り活動な
ど、元気高齢者がフレイルの心配な高齢者を支えていく社会の実現に向け、さまざま
な活動を展開している。

31 岡山県岡山市 津島
つ し ま

生活
せいかつ

学校
がっこう

　津島生活学校は、岡山県岡山市において昭和48年から環境・高齢者・子育て支援・
食育等の活動を行う。昭和48年から平成13年にかけては年6回の古紙回収の実施や
環境問題についての啓発活動の実績を持つ。また、特にSDGsに関わる取り組みは
先進的。平成18年に誕生した京山地区ESD推進協議会構成団体（学校・公民館・地
域コミュニティが参加）に発足時から参加。環境教育だけでなく社会課題について地
域の多様な団体と協働して取り組む。

32 岡山県倉敷市 水島
みずしま

を元気
げ ん き

にする会
かい

　倉敷市にある戦争遺跡の亀島山地下工場について、目で見て学習できる平和活動
の学習施設として、また地元の街づくり、地域活性化に役立つ施設であることを、小
学校の社会勉強や市民歴史講座の講演、パネル展、電子紙芝居の地下工場の生い
立ちやリーフレットによる広報活動並びに施設視察などを通じて、その保存・活用の
重要性の啓発活動に貢献している。

33 福岡県筑後市
ちっご健康

けんこう

隊
たい

「スマイル」

　市の介護予防ボランティア養成講座の修了生により結成されたグループで、高齢者
の介護予防を中心とした活動を続けている。県のロコモ予防推進員として、地域の公
民館活動や、通いの場において、ロコモティブシンドローム予防の普及啓発活動を
行っている。その他、独自に高齢者が楽しめるリズム体操を考案し、イベントで披露
するなど、活動は介護予防・地域福祉の推進に貢献している。

34 佐賀県佐賀市 敏
とし

&ドリームバンド

　シニアの生涯学習講座「ゆめさが大学」の講義の一環で結成されたグループで、令
和2年1月から高齢者施設への訪問や公民館でのイベントに出演。しかしながら、新
型コロナウイルスの影響で出演計画していたものが全て延期されることとなった。この
ような中、Zoomを使用してオンラインで高齢者施設と繋がり、演奏や手品、健康体操
を披露する活動を実施。施設側に演目の歌詞カードを配布したり、手拍子を取り入れ
た演出をする等、双方向性のあるやり取りを実現できるよう工夫を凝らしたところ、施
設側に大変好評であった。新たな形での活動を今後も続けていくために、Zoomや機
器の使い方についても勉強中である。

35 佐賀県唐津市 ゆめさが虹
にじ

の会
かい

　シニアの生涯学習講座「ゆめさが大学」の卒業生で結成されたグループで、日本三
大松原の一つで国の特別名勝に指定をされている「虹の松原」の環境保全のため、
枯れ枝集めや松葉かき・草抜きなどの清掃を行っており、その様子をfacebookにアッ
プし情報発信も行っている。また、ゆめさが大学の講義の一環として、「虹の松原の
歴史」や散策、清掃活動についてガイド活動を行い、後進の育成にも積極的に取り組
んでおり、平成25年5月の活動開始から今年4月で150回目の活動を迎える。

36 長崎県松浦市
みくりや駅前

えきまえ

元気
げ ん き

カフェ

　御厨・星鹿地区では、孤立化する高齢者が増加することに危機感をもった民生委
員・児童委員をはじめとする地区住民が、気軽に集い語り合える場の必要性を感じ、
空き家であった民家を改造し「元気カフェ」を開設。「元気カフェ」は、火曜日と金曜日
にオープンし、気軽に立ち寄れ、談笑や情報交換、体力維持の百歳体操などの場と
して、孤立化や孤独感の解消につながっている。
　平成30年度からは、若年層との世代間交流にも取り組んでおり、令和元年度にか
けて市内の松浦高等学校の生徒と協働し、市が取り組む木育活動の一環として幼児
用の木製遊具を製作し新設された市民交流施設に寄贈した実績もある。
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